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区のお知らせ
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足 立 区
編 集/ 企 画 部 広 報 課

足 立 区 千 住 一 丁 目50

( 882) 1111
第二庁舎　( 889) 6161

人口・面積( 55. 3. 1)
世 帯　208, 476
人 口　626, 853
男　317, 331
女　309, 522

面積　53. 25km2
人口密度　11, 771 人/㎞2

55年度当初予算が確定
総額1, 029億4, 100万円

財

源

の

効

率

的

運

用

に

努

め

基

本

計

画

い

よ

い

よ

第

一

歩

昭
和
五
十
五
年
度
当

初
予

算

は

、
区
識
会
三
月
定
例
会
で
毒
議

さ
れ
決
定
し
ま
し
た

。
一
般
会
計

八
百
三
十
六
億
四
千
万
円

、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
百
九
十
一
僮

円

、用
地
特
別
会
計
二
億
百
万
円

、

合
計
千
二
十
九
僮
四
千
百

万
円

で

、
前
年
度
当
初
予
算
に
く
ら
べ

て
九
・
二
九
%
増
と
な

り
ま

し

た一
昨
年
、
区
の
'
将
来
の
あ
り
与
ぞ

想
定
し
た
足
寸
-
区
基
本
構
想
が
決
定

し
、
そ
の
構
想
に
基
づ
く
基
本
計
画

と
実
施
計
画
か
、
本
年
度
を
初
年
度

と
し
て
第

。歩
ふ一
踏
み
だ
す
こ
と
に

々
O
ま
し
た

私
印
瞳
夕
予
4
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
隕
ら
れ
た
財
源
で
区
政
を
碵
極

的
に
推
進
し
て
い
'
、た
め
、
①
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
的
視
点
に
戉

ご
I隘

定
啣
務

嘔
菜
の
に
直
し

②
行
政
サ
ー
ビ
ス

刀
公
平
化
と
受
釐
者
負
担
の
適
卍
化

③
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
努

り

④
民
間
委
託
等
の
硝
極
的
推
進

に
よ
る
職
八
増
の
抑
制
鷽
図
る
な
ビ

財
源
の
効
率
的
運
用
に
努
め
る
と
と

む
に
、
足
よ
区
の
埒
想
と
す
る
将
家

ふ一
め
ぎ
す
た
め
の
从
幹
的
な
咄
股
で

あ
る
逎
路
、
公
園
お
よ
ぴ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
関
連
施
段
の
建
設
と
区
民
口

禰
祉
施
策
の
充
火
を
図
り
ま
し
勺

て
は
一
般
会
計
の
n
な
新
脱
嗔
梟

を
巾
心
に
、
当
初
予
貝
の
あ
ら
ま
し

吸
説
明
し
ま
す

中央本町センター 完成予想図

首
都
の
生
活
を

さ
さ
え
る

自
立
す
る
ま
ち

三
十
八
億
四
千
八
百
万
円

ド
民
と
ぼ
を
結
ぶ
広
報
広
聴
の
充

実
や
、
区
の
仕
嘔
や
手
続
き
な
ど
ふ

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
わ
た
し

の
便
利
帳
」
を
尭
行
し
ま
す
。

区
民
か
自
ら
の
ま
ち
は
自
ら
か
っ

く
る
と
い
つ
怒
識
を
も
っ
て
、た
が
い

に
協
力
し
あ
い
連
帯
し
あ
っ
て
い
く

た
め
の
区
民
憲
章
卆
制
定
し
ま
す
。

足
立
-
区
商
r
名
鑑
の
作
成
、中
小

企
業
対
策
と
し
て
融
資
枠
の
拡
大
ふ

図
る
た
め
の
基
金
の
増
噸
、
駅
周
辺

の
市
街
地
再
開
発
計
画
を
作
成
し
ま

す
。好

評
の
区
民
農
園
そ
>乙
う
一
か
所

新
没
や
、
農
業
振
興
と
し
て
卜
壌
改

良
の
た
め
の
助
成
を
行
い
ま
す

。

緑
と
水
の
豊
か
な

潤
い
の
あ
る
ま
ち

五
億
四
百
万
円

>凡
か
所
の
公
園
を
造
成
す
る
と
宀
>

も
に
、
緑
ふ
。ふ
や
す
晧
策
と
し
て
、

学
校
・
公
園
な
ど
区
内
施
設
の
植
樹
、

苗
木
の
無
料
配
削

、
さ
く
ら
植
樹
を

継
続
し
て
行
い
、
さ
く
ら
の
名
所
復

活
を
め
さ
し
ま
す
。

昨
年
、一
F
年
ぶ
り
に
復
冊
し
た

足
立
の
笵
火
人
会
を
、
区
民
か
こ
ぞ

っ
て
胯
れ
る
夏
の
風
物
詩
と
し
て
育

て
て
い
く
た
め
に
、
今
年
し
継
続
し

て
旨
い
ま
す
、

連
帯
し
て
築
く
、

心
の
ふ
れ
あ
い
の

豊
か
な
ま
ち

百
九
十
七
億
四
千
六
百
万
円

ね
た
き
り
老
人
対
策
と
し
て

、
巡

四回
人
浴
事
業
の
拡
充
と
、
新
規
に
稷

只
の
九
洗
い
乾
燥
消
4
ふ
一
行

い

貧

す
『
。

心
身
障
害
片
対
策
と
し
て

、
新
た

に
心
身
障
害
児
緊
急
あ
ず
け
あ
い
、

自
動
碪
燃
料
費
助
成
、
交
通
災
害
兒

舞
金
支
給
の
剌
業
を
行
い
ま
す
。

保
育
園
一
か
所

、
児
童
館
・
老
入

館
一
か
所
の
建
設

、
町
会
・
白
や
会

会
館
建
設
の
経
費
の
一
部
助
成
そ
開

始
し
ま
す
。

健
康
と
安
全
が

保
障
さ
れ

、
安
心
し
て

住
め
る
ま
ち

六
十
九
億
九
千
五
百
万
円

区
内
全
域
に
わ
た
る
防
災
行
政
明

無
線
網
の
整
備
、災
害
時
の
飲
料
水

の
確
保
の
た
め
貯
水
槽
一
基
の
設

置
、
防
災
小
附
F
の
発
行
、
災
害
備

蓄
<
t
j庫
を
一
か
所
増
設
し
ま
す
。

保
健
衛
生
読
本
の
発
行
、
帖
抻
璋

害
膤
の
社
会
復
帰
指
4
の

。環
と
し

て
、
相
談
指
4

に
加
え
て
、
新
た
に

作
業
訓
練
指
導
を
行
い
ま
す
。

ぼ
の
重
点
課
題
で
あ
る
公
共
ド
水

道
枝
線
工
事
に
力
を
注
ぐ

と
と

も

に
、浸
水
対
策
と
し
て

、前
年
度
に
引

き
続
い
て
古
F
谷
橋
排
水
堝
、
花
見

橋
排
水
場
の
建
設
、
水
路
の
補
修
、

浚
渫
(
し
ゆ
ん
せ
つ
)
を
行
い
ま
す
。

交
通
施
設
の

と
と
の
っ
た

便
利
な
ま
ち

二
十
九
億
二
千
七
百
万
円

交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
ガ
ー
ド

レー
ル
等
の
安
全
施
設
の
設
置
、
自

転
聿
駐
車
場
一
か
所
を
増
設
し
ま

す
区
内
全
域
に
わ
た
る
望
ま
し
い
交

通
体
系
確
立
の
た
め
の
交
通
計
画
基

本
調
査
、
道
路
や
橋
喫
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

自転車置場を増設します
歴
史
や
風
土
を
愛
し
、

豊
か
な
教
育
が

保
障
さ
れ
、
文
化
の

創
造
で
き
る
ま
ち

八
十
六
億
四
千
九
百
万
円

本
年
度
か
ら
小
学
校
は
新
教
育
課

裡
に
移
行
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
あ

わ
せ
て
各
学
校
に
お
い
て
、
教
師
と

児
童
に
よ
る
創
意
工
夫
に
よ
る
ゆ
と

り
と
充
実
の
た
め
の
実
践
事
業
の
援

助
、
小
・
中
学
校
の
文
化
的
行
事
に

対
す
る
助
成
、
教
育
機
器
実
験
校
の

設
置
、
中
学
一
年
生
に
対
し
圷
柱
側

わ
ん
症
の
検
診
を
行
い
ま
す
。

中
学
校
二
校
の
建
設
、
中
央
本
町

お
よ
ひ
東
和
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
上

総
湊
養
護
学
園
の
改
築
を
し
ま
す
。

計
画
実
現
の
た
め
の

条
件
整
備

六
億
七
千
七
百
万
円

第
十
二
出
張
所
(
図
書
館
併
設
)

を
移
転
改
築
す
る
ほ
か
、
佃
人
情
報

が
電
子
計
算
組
織
に
よ
っ
て
広
範
に

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
個

人
情
報
の
保
護
の
た
め
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
条
例
に
基
づ
く
佃
人
情
報
保
護

審
議
会
を
設
け
ま
す
。

新
し
い
福
祉
事
業

円
目
一
川
か
ら
、
心
身
障

害者
を

吋
象
と
し
た
叫
業
が
増
え
友
し
二
勹

で
ご
刋
哨
く
ご
>さ
い

〔交
通
災
害
見
舞
金
の
支
給
〕

心
斗
障
害
片
が
交
通
嘔
故
に
よ
り

災
害
を
受
け
た
場
气
そ
乃
災
害
う

程
度
に
応
じ
て
見
舞
公
を
戈
給
し
k

対
象

卜
内
に
住
所襾
か
あ
弌

義
務

教
育
終
f
片
か
ら
六
卜
≒
歳
ま
で

て

、
障
害
白
和
度
が
次
の
い
ず
わ

、
か
に
該
肖
す
る
町

▼
外
休
障
書
a
f

帳

、?
三
級

▼
愛
の
手
帳

。し

。>度

▼
脳
性
ご
I
、
進
旨

性
筋
萎
縮
症
の
ぢ

申
請
期
間

交
通
泓
故
に
二

で
か

ら
>
二圧
以
内

申
請
に
必
要
な
も
の
斗
体
障
J
‥
χ
‥

F
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
、警
察
の

剌
故
ぶ
川
書
、臥
師
の
診
断
滌
ま

だ
は
死
休
検
案
河
、位
民
票
、そ

の
他
唄
故
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

必
弱
々
寿
類
か
あ
り
ま
黒

〔
自
動
車
燃
料
費
の
助
成

〕

斗
体
障
m
‥占
が
自
分
力
心
血
陬
そ

述
虹
し
、
通
勤
、
通
院
等
に
使
川
し

た
現
人‥
、
そ
の
燃
卜
費
の
一
部
そ
助

成
し
よ
十

対
象

区
内
に
住
所
か
あ
り
、
障
害

の
程
度
か
次
の
い
r
れ
か
に
該
当

し
、
自
動
叭
税
お
よ
ぴ
、
軽
自
動

小
脱
べ
減
免
さ
れ
て
い
る
な

卜
休
幹
機
能
障
t
‥
お
よ
ひ
内
部
障
t

‥で

、
身
飛
障
山
名
手
吟

級
以

上

▽
ド
肢
機
能
障
害
で
、
身
休

障
舎
行
手
帳
四
級
以
卜
、

申
請
に
必
要
な
も
の

自
動
雎
運
転

兜
許
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
庄

民
票
9の
り
し
(
木
人
心
み
)

、
燃

料
購
人
領
収
ぷ

『
レピ
』
y
-卜
て
も

叫
)

、
本
人
名
儀
力
の預
金
皿
帳
(

郵
便
局
を
除
く
)

助
成
観
了
卜
八
に
つ
き
四
卜

円
と
し
、力
月
瓦
ト
リ
ッ
ト
ル

を
限
度
と
し
t
金
額
(
最
高
二
罸

円
)

〔
心
身
障
害
児
緊
急
あ
ず
け
あ
い
〕

亟
度
の
心
身
障
害
児
を
介
護
し
て

い
る
家
族
の
方
が
疾
病
、
外
出
等
に

よ
り
一
時
的
に
他
の
介
護
占
を
必
要

に
々
る
場
合
、
区
が
指
定
し
た
団
体

の
会
ほ
な
ど
が
、
お
屁
い
に
障
害
児

を
あ
ず
け
あ
う
し
の
で
す
。

対
象
の
方

ぼ
内
に
住
所
が
あ
り
、

障
害
の
程
度
が
次
力
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
(

原
川
と
し
c
ト
ベ

歳
未
満
の
万
)

▽
身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二
級

マ
愛
の
手
帳
一
・
一
度

▽
旧
性

マ
ヒ
、
進
行
性
筋
萎
縮
症
の
む

申
請
先

肢
体
不
自
由
な
巧
…
=山
川

時
r
(

〒
圃
F
庄
人
川
町
>二

几
f

人
(

『
…
…
(へ

一
)

足
皀
賢
次
(
〒
1
2
3内
粐
吽
私
町
四

一

一
凡
L
>

一
　
'

八
九
〇
I
四

口
六
匸

ら
え
遅
n
の
む
=
阿
久
恥
止
成

(
〒
旧
梅
…
…
友
ご
(
I
じ

さ
べ
四
こ
″
一
六
(
儿
)
平
野

和
代
(
〒
Ⅲ
な
逎
-
三
二
ミ
ー
ニ

丁
二
■
*
*
一
「九
I
五
」

一
厶
)
岡
田
栄
造
(
〒
Ⅲ
竹
内
塚

>
瓦
-
一
四
-
じ
兮
(
ぺ
>
>
F
几
-

七
・石
)

問
合
せ
先

い
ず
れ
も
、
心
身
障
害

柚
祉
係

区
民
の

皆
さ
ん
へ

三
月
巳
凵
か
ら
(
川
間
の
艮
い

閧
、
花
畑
頃
小
乍
校
問
題
で
区
民

の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
い
た
し
ま
し
气

心
か
ら
お
詫

び
巾
し
あ
ぱ
ま
す
。

重
度
・
電
複
障
害
児
で
城
北
養

護
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
K
君
の

ご
両
親
か
ら
、
普
通
学
級
へ
の
転

学
の
願
出
が
あ
り
、
都
・
区
教
委

、

城
北
校
そ
れ
ぞ
れ
が
検
討

の
結

果
、
城
北
校
に
在
籍
す
る
の
が
適

切
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

し
か
し
ご

両

親
は
こ
れ
を
不

満
と
し
て
、
養
護
学
校
は
差
別
教

育
だ
と
す
る
支
援
団
体
と
共
に
花

畑
東
小
学
校
に
連
川
登
校
し
て
、

時
に
は
学
校
内
に
侵
入
、
混
乱
を

与
え
、
区
教
委
に
は
、
要
請
行
動

と
称
し
て
、
十
数
同
に
お
よ
ぶ
庁

舎
内
泊
り
込
み
や
、
事
務
室
内
に

侵
入
、(
ン
ド
マ
イ
ク
を
使
っ
て

業
務
を
妨
害
す
る
な
ど
の
状
況
を

繰
り
か
え
し
ま
し
た

。

こ
れ
は
、
障
害
を
待
っ
た
総
て

の
こ
と
も
に
教
育
を
保
障
す
る
た

め
、
昭
和
瓦
卜
四
年
四
月
か
ら
養

瀁
学
校
が
義
務
化
さ
れ

ま
し

た

が
、
こ
の
義
務
化
を
阻
畄
す
る
た

め
の
全
国
連
動
に
関
連
し
た
も
の

で
す

。

こ
の
よ
・つ
な
巾
で
、
支
援
団
体

か
。
足
立
区
を
全
国
運
動
の
拠
点

と
し
て
、
実
力
に
・二

て
行
政
措

置
の
変
更
を
求
め
る
と
い
う
情
報

か
入
り
ま
し
气

区
並
ぴ
に
区
教

委
は
正
し
い
行
政
を
進
め
、
自
ら

の
区
と
行
政
を
守
る
た
め
、
異
常

事
態
に
対
応
し
た
警
備
休
制
を
全

庁
的
に
た
て
て
、
対
処
し
た
も
の

で
す

。

区
教
委
は
こ
れ
ま
で
の
主
張
を

基
に
、K
君
が
普
通
学
級
で
の
生

店
が
客
観
的
に
可
能
に
な

る

ま

で
、
週
二
日
を
目
標
と
し
て
段
階

的
に
交
流
を
行
う
こ
と
で
解
決
を

見
た
も
の
で
す
。

足
立
区
教
育
委
貝
会

出
張
所
・
学
校
な
ど

新
た
に
開
設
し
ま
し
た

◎
第
十
一
出
張
所
が
三
月
三
十
一

日
か
ら
移
転
し
ま
し
た
。

所
在
地

梅
島
ニ
ー
一
四
一
五

夸
(
八
九
―
○
五
二
匕
(
従
来
と

お
り
)

◎
第
十
七
出
彊
所
分
室
の
名
称
が

四
月
一
日
か
ら
「
神
明
出
張
所
」

と
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

所
在
地

神
明
甫一
不
一
四
一
七

き
六
二
〇
-
七
六
三
(

従
来
ど

お
り
)

◎
四
日
一
日
よ
り
、新
た
に
小
字

校
一
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

新
設
校

中
川
東
小
学
校

所
在
地

大
谷
田
こ
I
一
1
一
〇

六
二
九
一
四
五
一
一

この建物の建設費の一部は簡易
生命保険積立金から融資さ
れています

。中川東小学校

外装は付近の高層住宅に調和した
ブラウンとカーキ色のツートンカ
ラーの校舎です

六
月
三
十
日
ま
で
で
す

国
民
年
金
特
例
納
付
期
限

□
特
例
納
付
制
度
と
は

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
六
十
歳
ま
で
に
必

要
な
年
数
の
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

こ
の
た
め
、
加
入
を
忘
れ
た
方

や
、
加
入
し
て
い
て
も
保
険
科
の

未
納
期
間
か
多
い
方
な
ど
は
、
六

十
歳
ま
で
に
必
要
な
年
数
が
満
た

せ
な
い
た
め
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た

。

こ
の
よ
う
な
方
々
を
救
済
す
る

た
め
、
「過
去
の
保
険
料
を
さ
か
・

の
ぽ
っ
て
納
め
ら
れ
る
」制
度
、

こ
れ
が
特
例
納
付
制
度
で
す

。

□
特
例
納
付
の
保
険
料

一
ヵ
月…
四
千
円

□
特
例
納
付
の
期
限

昭
和
五
十
五
年
六
月
三
十
日

吸
特
例
納
付
に
必
要
な
賢
金
で
お

困
り
の
方
に
は
。「
足
立
区
国
民
年

金
特
例
納
付
保
険
料
融
資
制
度
一

が
あ
り
ま
す
。お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
合
せ
先

国
民
年
金
課

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民

年
金

保
険

料

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
を
受
給

す
る
と
き
に
不
利
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
年
金
か
受
給
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
一
月
・
二
月
・

三
月
分
の
保
険
料
は
、
昭
和
五
十

五
年
四
月
三
十
日
を
過
ぎ
る
と
納

め
る
こ
と
か
で
き
ま
せ
ん
。
納
め

忘
れ
の
保
険
料
は
、
す
ぐ
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
四
月
か
ら
保
険
料
が
改

定
さ
れ
月
額
三
千
七
百
七
十
円
に

な
り
ま
す
。
付
加
保
険
料
は
従
来

ど
お
り
月
額
四
百
円
で
す
。

問
合
せ
先

国
民
年
金
課
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春
の
交
通
安
全
運
動

実
施
期
間
　
四
月
六
日
～
十
五
日

こ
れ
か
ら
は
気
侯
も
よ
く
な
り
、
子
と
も
た
ち
の
屋
外
活
動
も
活
発
に
な
る
た
め
、
交
通
事
故
が
多
く

な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
特
に
新
入
学
(
園
)
を
ひ
か
え
、
喜
び
と
希
望
に
満
ち
た
子
と
も
た
ち
を
交
通
冪

故
か
ら
守
る
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
と
よ
り
、
保
護
者
な
ど
ま
わ
り
の
人
達
が
子
ど
も
の
特
性
そ
よ
ぐ

理
解
し
、保
護
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
交
通
事
故
は
、皆
さ
ん
の
努
力
で
確
実
に
減
少
す
る
も
の

で
す

。
区
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
I

つ
。

今
年
も
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
四
月
六
日
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

「
交
通
安
全
は
ゆ
す
り
合
い
か

ら
」
を
合
言
葉
に
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
ま
た
次
の
項
目
を
心
が
け
、

さ
わ
や
か
な
交
通
の
場
を
築
い
て
交

通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◎
歩
行
者
、
特
に
斬
入
学
(
圜
)
児
を

中
心
と
し
た
子
ど
も
の
事
故
防
止

◎
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

◎
安
全
運
転
管
理
の
充
実
徹
底

◎
無
謀
運
転
の
追
放

今
回
の
運
動
で
は
、
以
上
の
四
点

か
重
点
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆

ん
な
で
十
分
心
が
け
ま
し
I
つ
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

▽
信
号
は
正
し
く
守
り
ま
し
ょ
う

歩
行
者
の
事
故
は
増
加
し
て
お

り
、
な
か
で
も
死
亡
事
故
で
】番
の

原
因
は
信
号
無
視
で
す
。
信
号
は
正

し
く
見
て「

信
吁
に
従
っ
て
横
断
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
青
偬
号
に
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
車
の
方
を
見
な
い
で
す
ぐ

に
横
断
す
る
の
は
危
険
で
す
。
ゆ
っ

く
り
安
全
を
確
か
め
て
、
す
み
や
か

に
渡
り
ま
し
I
つ
。

▽
横
断
は
安
全
を
確
か
め
て

ぼ
号
機
の
な
い
所
で
道
路
を
横
断

す
る
場
合
。
走
っ
て
く
る
車
の
直
前

を
横
断
す
る
の
'が
最
も
危
険
で
す
。

車
は
思
っ
た
よ
り
速

い
も
の
で

す
。
十
分
な
間
合
い
を
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

お
子
さ
ん
の
'事
故
の
原
因
は
、
何

と
い
う
て
も
『
と
ぴ
出
し
』
が
一
番

で
す
。
道
略
で
の
ふ
ざ
け
っ
こ
な
ど

を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
I
つ
。

▽
路
上
遊
戯
も
非
常
に
危
険
で
す

特
に
、
停
っ
て
い
る
翠
の
す
ぐ
前

や
後
で
遊
ん
で
い
る
と
、
発
進
や
後

退
で
思
わ
ぬ
大
事
故
に
あ
う
の
で
、

道
路
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

自
転
車
利
用
者
・

ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ん
へ

□
自
転
車
利
用
の
方
へ

▽
歩
道
通
行
と
一
時
停
止
の
励
行
を

歩
車
道
の
区
別
の
あ
る
道
路
で
は

歩
道
を
ゆ
っ
く
り
通
行
し
、
信
号
機

の
'な
い
交
差
点
で
は
必
ず
一
時
停
止

を
し
て
左
右
の
安
全
を
確
か
め
て
進

み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
転
車
横
断
帯
か
あ
る
交

差
点
で
は
必
ず
横
断
帯
を
通
行
し
、

右
折
す
る
と
き
は
決
め
ら
れ
た
方
法

で
、
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
右
折
し

ま
し
ょ
う
。

□
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
飲
酒
運
転

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
無
理
な
追

越
、
速
度
超
過
は
重
大
事
故
の
も
と

で
す
。
安
全
運
転
を
十
分
心
か
け
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、暴
走
運
転
は
皆

ん
な
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
町
ぐ
る

み
で
暴
走
行
為
を
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

定
め
ら
れ
た
安
全
運
転
管
理
者
、

副
安
全
運
転
管
理
者
を
選
任
し
て
、

運
転
(
運
行
)
管
理
、
労
務
管
理
お

よ
び
車
両
の
点
検
整
備
の
適
正
化
を

図
っ
て
事
故
を
防
止
し
ま
し
I
つ
。

交通安全は ゆずり合いから

皆
ん
な
で
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う

こ
の
運
動
の
期
間
中
、
区
内
警
察

署
で
は
。
次
の
よ
う
な
交
通
安
全
日

を
設
け
て
。
区
民
の
皆
さ
ん
に
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

□
母
と
子
の
交
通
安
全
日
―
四
月
六

日
(
日
)

こ
の
日
は
、
新
し
く
小
学
校
や
幼

稚
園
に
入
る
よ
い
子
と
お
母
さ
ん
の

安
全
日
で
す
。
も
う
一
度
通
学
路
を

歩
い
て
、
危
険
な
場
所
の
通
り
方
、

道
路
の
横
断
の
仕
方
、
信
号
の
見
方

等
を
お
子
さ
ん
に
手
を
取
っ
て
教
え

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

□
自
転
車
安
全
日
―
四
月
八
日
(
火
)

自
転
車
は
、
日
頃
か
ら
よ
く
盤
備

を
し
て
お
く
こ
と
か
大
切
で
す
。
こ

の
機
会
に
自
転
車
の
点
検
を
し
ま
し
I

つ
。
ま
气

自
転
車
を
利
用
す
る

方
は
。
交
通
ル
ー
ル
を
よ
く
守
り
、

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
″

う
。

□
交
差
点
マ
ナ
ー
を
よ
く
す
る
日
―

四
月
十
日
(
木
)
・
十
四
日
(
月
)

交
通
事
故
の
七
五
%
か
、
交
差
点

と
そ
の
付
近
で
起
き
て
お
り
。
そ
の

原
因
の
大
半
は

石

。
つ
と
し
た
不

注
意
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

交
差
点
に
お
け
る
交
通
事
故
夲
。
防

ぐ
た
め
に
は
、
交
差
点
マ
ナ
ー
の
高

錫
。す
な
わ
ち
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
と

よ
り
歩
行
者
。
自
転
車
利
用
者
な
ど

道
路
を
利
用
す
る
す
べ
て
の
人
か
お

互
い
に
守
る
べ
き
ルー
ル
を
正
し
く

守
り
、
相
手
に
対
す
る
「
ゆ
ず
り
合

い
」
の
気
持
`
持
つ
こ
と
か
大
切
で

す
。

特
に
、
次
の
こ
と
ふ
I
-守り
ま
し
。

う
。

▽
信
号
は
正
し
く
守
る

▽
割
り
込
み
や
無
理
な
車
線
変
更
は

し
な
い

▽
停
止
線
で
の
停
止
を
守
る

▽
裏
通
り
の
十
宇
マ
ー

ク
の
交
差
点

で
の
一
時
停
止
、
お
よ
ひ
徐
行
を

守
る

□
春
の
交
通
安
全
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

=
交
通
安
全
は
ゆ
ず
り
合
い
か
ら
=

「
お
先
へ
ど
う
ぞ
」
「
あ
り
か
と

う
」

▽
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け

「
交
差
点

ゆ
ず
る
勇
気
に

待

つ
ゆ
と
り
」

▽
子
ど
も
向
け

「
あ
ぷ
な
い
よ
あ
る
き
な
が
ら

の
'
ふ
ざ
け
っ
こ
」

▽
自
転
車
向
け

「
四
ツ
角
は

ペ
ダ
ル
を
止
め
て

み
き
ひ
だ
り
」

「
自
転
車
の

点
検
整
備
を

完

全
に
」

▽
家
庭
向
け

『
安
全
は

家
庭
の
な
か
か
ら

し
つ
け
か
ら
』

「
あ
ぶ
な
い
と

子
を
し
か
る
よ

り

手
を
引
こ
う
」

◎
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
千
住
警
察
署
・
西
新
井
警

祭
署
・
綾
瀬
響
察
署
・
区
役
所
交
通

安
全
係
へ
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

交
通
安
全
映
画

町
会
・
自
冶
会
の
集
ま
り
や

子
ど
も
会
等
の
催
し
物
と
あ
わ

せ
て
、
交
通
安
全
の
映
画
を
上

映
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

交
通
安
全
映
画
の
ほ
か
に
も

マ
ン
ガ
な
ど
が
あ
り
、
十
六
ミ

リ
映
写
機
を
添
え
て
、
無
料
で

区
民
の
皆
さ
ん
に
貸
出
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
利
用
す
る
方
は
十
六

ミ
リ
映
写
機
操
作
の
賢
格
が
必

要
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

交
通
安
全

係

車のカゲにもご注意を

み
んなの

豆
知識
く
ら
し
の
な
か
の

省
エ
ネ
対
策
①

昭
和
四
丿
(
年
秋
に
お
け
る
石
油

価
格
の
大
幅
な
引
き
上
げ
(
第
一
次

オ
イ
ル
シ
;

ク
)
、
昭
和
五
十
四

年
の
イ
ラ
ン
政
変
等
に
よ
り
石
油
の

量
の
確
保
が
深
刻
な
問
題
と
な
り
ま

し
た
。

私
達
の
く
ら
し
を
さ
さ
え
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
石
油
に
依
る
こ
と
が
大

き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
の
見
通

し
が
不
安
定
と
な
り
、
早
急
に
他
の
』

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
探
ぐ
ら
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

す
ぐ
に
は
対
応
す
る
こ
と
か
で
き
ま

せ
ん
。

そ
こ
で

、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
特
に
石

油
を
上
手
に
効
率
的
に
使
っ
て
い
く

こ
と
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
私
達
の
く

ら
し
に
と
っ
て
重
人
な
課
題
の
一
つ

と
い
わ
れ
ま
す
。

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
と
輸
入
の
依
存

度我
か
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量

は
、
昭
和
五
十
年
に
は
約
三
億
六
千

七
百
万
ト
ン
で

、
自
由
世
界
第
二
位

で
す
。
し
か
も
、
石
油
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
全
体
の
七
ご
>
%そ
占

め
て

い
ま

す
。。昭

和
三
十
年
に
比
べ
る
と
七
・
一

叺

四
十
年
に
対
し
約
r
　・
　
i
　
i
倍
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
輸
人
依
存
度
は
、
(
(
%

と

な
っ
て
い
ま
す
。
我
が
国
独
自
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
は
、

わ
ず
か
に
匸
一
%

と
い
う
心
細
い
状

児
で
す
。

▼
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
心
が
け
ま
し

ょ
う

私
達
の
家
庭
生

活
の
た
め
に
、
直

接
、
間
接
に
消
費

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
全
体
の
四
割

を
し
め
て
い
ま

す
。
賢
源
の
と
は

し
い
我
が
国
の
現
状
を
考
え
、
日
篇

の
家
庭
生
活
の
な
か
で
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
心
が
け
る
こ
と
が
、
大
切
な

こ
と
と
い
え
ま
す
。

身
の
ま
わ
り
を
み
ま
す
と
、
電
気

製
品
、
ガ
ス
・
灯
油
に
よ
る
生
活
必

雋
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
機
器
、
器
具
を
上
手
に
使
う

こ
と
に
よ
り
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
な
が
り
ま
す
。

私
連
の
愿
卮
を
、
豊
か
で
明
る

い
も
の
と
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

エネルギー供給規模(石油換算百万トン)

どなたでも加入できま

す

交通災害共済制度

交
通
災
害
共
済
制
度
は
、

二
十
三
区
に
住
ん
で
い
る
方

な
ら
碓
で
も
加
入
で

き
ま

す
。
一
口
三
百
円
で
、
区
役

所
・
出
張
所
、
ま
た
は
銀
行
・

慣
用
金
庫
・
農
協
等
の
窓
口

で

】
人
二
口
ま
で
加
入
で
き

ま
す
。
事
故
の
程
度

に
よ

り
、
最
低
七
千
円
か
ら
最
高

百
万
円
ま
で
見
舞
金
が
で
ま

す
。ま

た「

区
で
は
四
歳
か
ら

中
学
生
ま
で
の

お
子
さ

ん

と
、
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄

り
の
方
を
対
象
に
、万
一
、
交

通
事
故
に
あ
っ
た
と

き
に
少
し
で
も
お
役

に
立
て
ぱ
と
区
が
掛

金
を
負
担
し
て
、
交

通
災
害
共
済
制
度
に

加
入
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
方
は
、

事
故
に
あ
っ
て
も
見

舞
金
の
睛
求
手
続
き

を
し
て
い
な
い
場
合

が
多
く
あ
り
ま
す
。

事
故
に
あ
っ
た
と

き
は
す
み
や
か
に
、

見
舞
金
の
萌
求
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
も
し
交
通
事
故
に
あ
っ

た
と
き
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
事
故

で
も
警
察
に
届
け
て
、
自
動
車
安

全
運
転
セ
ン
タ
ー
か
ら
事
故
証
明

雀
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
証
明
一
の
な
い
場
合
、
共
済

見
舞
金
の
請
求
手
続
き
は
非
常
に

面
倒
で
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
、
起
こ

し
た
り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
　

「
一
一
〇
番
`
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
交
通
共

済
窓
口
へ
。

住
宅
修
繕
・
宅
地
整
備
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
の
修

繕
。
ま
た
は
宅
地
の
整
備
を
し
よ

う
と
お
考
え
の
方
、
資
金
不
足
で

お
困
り
の
時
、
融
賢
の
あ
っ
せ
ん

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
住
宅

居
住
部
分
の

床
面
積
が
百
三
十
二
平
方
メ
ー

ト
ル
以
下
で
あ
り
、
全
体
の
床

面
積
の
二
分
の
一
以
上
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
新
築
、
増
改

築
は
該
当
し
ま
せ
ん

対
象
と
な
る
宅
地

敷
地
面
積
が

三
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
未
膺

で
あ
り
、
対
象
と
な
る
住
宅
が

建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、建
替
え
の
場
合
は
、
建
讐

え
後
も
居
往
す
る
こ
と

資
格

▽
区
内
に
一
年
以
上
住
所

を
有
す
る
こ
と

▽
住
民
税
を

完
納
し
て
い
る
こ
と

▽
年
齢

が
二
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
で
あ

る
こ
と

▽
連
帯
保
証
人
を
つ

け
ら
れ
る
こ
と

融
資
観
二
十
万
円
～
百
五
十
万

円
利
率
年
六
%
(
実
質
申
込
者
負

担
)

償
還

五
年
以
内
の
元
金
均
等
月

賦
取
扱
機
関

富
士
銀
行
、
足
立
價

用
金
庫
、成
和
信
用
金
庫
、
足

立
農
協
の
区
内
本
支
店

申
込
方
法

申
込
書
(
区
民
係
、

ま
た
は
出
張
所
に
あ
り
ま
す
)

に
住
民
票
、
納
税
証
明
書
、
エ

事
見
積
書
等
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

区
民
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

身
体
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

区
で
は
、
身
体
障
害
者
の
方
が

タ
ク
シ
ー
に
乗
る
場
合
、
割
引
料

金
で
乗
れ
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
ぴ
(
四
月
一
日
か
ら
)

補
助
金
の
増
額
と
利
用
で
き
る
福

祉
タ
ク
シ
ー
が
増
え
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
有
効
期
限
五
十
五
年
三

月
三
十
一
日
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
返
還
し

て
く
だ
さ
い
。

対
御
者

下
肢
・
体
幹
機
能
陣
裲

で
三
級
以
上
、
匐
よ
ぴ
視
力
障

害
で
一
級
の
'方

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー

『
ち
″

う
ち
ん
」
・
「
か
た
つ
む
り
」
マ

ー
ク
の
個
人
タ
ク
シ
ー
、
「
青

地
に
白
の
身
障
マ
ー
ク
を
助
手

席
に
つ
け
て
い
る
タ
ク
シ
ー

、

新
規
に
車
体
に
「
市
松
模
様
の

ラ
イ
ン

」
が
入
っ
て
い
る
タ
ク

シ
ー

利
用
券
の
交
付

一
人
に
つ
き
月

四
枚
ま
で
(
乗
車
の
際
料
金
か

ら
三
百
(
十
円
割
引

か
れ
ま

す
)

申
請
に
必
歌
な
も
の

身
体
障
害

者
手
帳
、
住
所
が
確
認
で
き
る

証
明
一

、
印
か
ん

申
込
・
問
侖
せ
先

心
身
障
害
福

祉
係

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

定
時
払
い
の
お
知
ら
せ

昭
和
五
十
五
年
度
四
月
期
福
祉

手
当
(
国
制
度
)
の
五
十
四
年
十

二
月
～
五
十
五
年
三
月
分
を
、四

月
十
日
頃
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関

の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

な
おヽ

受
給
者
の
方
に
は
、

支
払
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。く

わ
し
く
は
、心
身
障
客
福
祉

係
へ
。
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4月1

日ぺット条
例が施
行されました

動
物
を
飼
っ
て
い
る
方
・
飼
お
う
と
す
る
方
へ

こ
の
条
例
は
、
動
物
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
こ
と
、
人
間
が
動

物
に
よ
っ
て
危
害
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
ろ
に
す
る
こ
と
の
二

つ
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
以
下
、
特
定
勣
物
の

範
囲
等
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
度
春
の
一
斉

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次

の
日
程
(
別
表
)
で
行
い
ま
す

の
で

、
飼
い
主
の
方
は
最
寄
り

の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
　
▼
千
住
保
健
所
管

内
・
=
午
前
十
時
～
正
午

▼
足
立
保
健
所
管
内
・
・
・
午
後

一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

手
数
料
　
登
録
手
数
料
…
千
五

百
円
、注
射
料
金
…
千
二
百

五
十
円
、
注
射
済
票
交
付
手

数
料
・
:
三
百
円

、
合
計
三
千

五
十
円

な
匐
、雨
天
の
場
合
は
中
止

と
な
り
ま
す
の
で
、振
替
日
今

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
飼
い
犬
が
死
亡
・
失
踪
等
に

よ
り
、
現
在
犬
を
飼
っ
て
い
な

い
方
は
出
張
所
、
ま
た
は
衛
生

係
で
廃
犬
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
お
近
く
の
保
健

所
、
ま
た
は
衛
生
係

飼い犬の登録と狂犬病の予防注射一 日時・場所

飼い犬の登

録と
狂犬病の予防注射

四
月
一
日
か
ら
「
東
京
都
勳
物
の

保
護
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」(

通
称
ぺ
ッ
卜
条
例
)
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
条
例
制
定
の
目
的
は
、

犬
や
猫
な
ど
私
た
ち
の
身
近
か
な
ぺ

ッ
卜
か
一
時
の
気
ま
ぐ
れ
や
子
と
も

に
せ
か
ま
れ
て
気
軽
に
飼
い
、
あ
き

る
と
簡
4
1に
捨
て
た
り
、
無
責
任
に

処
分
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
愛

情
を
も
っ
て
終
生
飼
う
こ
と
そ
飼
い

主
に
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、特
定
動
物
(
ラ
イ
オ
ン
、

ト
ラ

、
ワ
シ
、
ワ
ニ
、
毒
ヘ
ビ
等
)

を
飼
う
と
き
は
、都
知
事
の
許
可
か

必
要
と
な
っ
た
ほ
か
、動
物
取
扱
業

(
ペ
ヴ
ト
屋
さ
ん
他
)
を
営
む
方
は
、

一
定
の
嘔
項
を
都
知
事
に
届
川
そ
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

□
動
物
の
飼
い
主
の
基
本
事
項

▽
動
物
に
は
エ
サ
や
水
を
適
正
に
与

え
る

▽
飼
う
た
め
の
十
分
な

施
設
を
設

け
、
内
外
を
常
に
清
潔
に
す
る

▽
公
共
の
場
所
や
他
人
の
土
地
・
建

怐
を
汚
し
た
り
傷
つ
け
な
い

▽
鳴
き
声
や
臭
い
、
羽
毛
な
ど
に
よ

っ
て
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

▽
動
物
か
逃
げ
た
と
き
は
、
飼
い
七

が
さ
か
し
て
捕
ま
え
る

□
犬
・
猫
の
飼
い
主
の
守
る
事
項

▽
犬
が
逃
ば
出
し
て
人
に
危
害
そ
加

え
な
い
よ
う
、
犬
を
サ
ク
か
オ
リ

の
巾
で
飼
う
か
、
固
定
し
た
物
に

丈
夫
な
綱
か
ク
サ
リ
で
し
っ
か
り

っ
な
ぐ

▽
犬
に
は
、
適
当
な
運
動
を
さ
せ
る

▽
犬
を
飼
っ
て
い
る
こ

と
の
標
識
(

犬
登
録
の
際
に
交
付
)
を
見
や

す
い
場
所
に
は
っ
て
お
く

▽
猫
の
飼
い
主
は
、他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

□
特
定
動
物
の
範
囲
(
都
知
事
の
許

可
が
必
要
で
す
)

▽
は
乳
類
-
象
、熊
、ラ
イ
オ
ン
、ト

ラ
、ヒ
ョ
ウ
、そ
の
他
の
猛
獣

(
(
イ
エ
ナ
、オ
オ
カ
ミ
、オ
ラ

ウ
ー
々
ン
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、
ゴ

リ
ラ
、
巾
型
の
サ
ル
類
)

▽
鳥
類
―
ワ
シ
、タ
カ
等
猛
々
ズ
頬

▽
は
虫
類
―
ワ
ニ
、毒
ト
カ
ゲ
、毒

ヘ
ビ
等

□
動
物
取
扱
業
(
都
知
事
に
届
出
が

必
要
で
す
)

動
物
の
売
買
、動
物
の
貰
出
し
、

動
物
の
保
管
、
勣
物
の
訓
練
、
ま
た

は
調
教
、
助
物
の
愉
出
入
、
勦
物
の

美
容
、
ま
た
は
装
飾
等
を
営
む
方

□
犬
・
猫
の
引
取
り

飼
い
主
が
ど
う
し
て
も
引
き
続
き

飼
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き

は

、一
定
の
手
数
料
を
い
た
だ
き
、左

記
の
と
こ
ろ
で
引
き
と
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
(
　
八
五

五
-
四
一
五
一
)
、千
住
保
健
所

(
　
(
(
(
-
四
二
七
匕
)

かわいがってちようだいニヤ～

期待します
皆さんの投稿

区民の「 ひろば」

広
報
紙
「
区
の
お
知
ら
せ

」
が
、

区
民
の
皆
さ
ん
に
一
層
親
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
五
月
五
日
号
か
ら

区
民
の
『
ひ
ろ
ぱ
』
欄
を
毎
号
設
置

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
ひ
ろ
ば
」
欄
は
、
区
民
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー

ジ
で
す
。
相
互
交
流

や
情
報
交
換
に
お
役
立
て

く
だ
さ

い
。
投
稿
の
要
領
等
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

□
投
稿
の
種
類

サ
ー
ク
ル
情
報
、
行
事
・
催
し
も

の

、
請
習
会
等

□
投
稿
の
規
定

▽
字
数
は
百
四
十
字
以
内
、(
ガ
キ

、

ま
た
は
封
書
で
「
区
の
お
知
ら
せ
」

発
行
日
(
毎
月
五
日
二

十
日
)

の
1

ヵ
月
前
ま
で
に
投
稿
し
て
く

だ
さ
い

▽
住
所
、
氏
名
、
団
体
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
費
用
の
か
か
る
も

の
は
金
額
・
使
途
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い

▽
営
利
、
宗
教
、
政
冶
目
的
の
も
の

は
掲
載
で
き
ま
せ
ん

▽
掲
載
・
不
掲
載
の
連
絡
は
し
ま
せ

ん
□
責
任
の
範
囲

区
は
、
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
一

切
関
り
し
ま
せ
ん
の
で
、
投
稿
者
が

責
任
を
負
い
、
相
互
の
連
絡
は
当
事

者
閧
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

※
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
主
旨
を

そ
こ
な
わ
な
い
範
囲
で
原
稿
を
改
め

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
応
募
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
〒
1
2
0
千
住
一
-
五
〇
　
　

(
(
二
―
一
一
一
)

公
害
病
の

認
定
申
請

当
区
が
、環
境
庁
か
ら
大
気
汚

染
地
域
に
さ
れ
て
以
来
、
今
年
で

瓦
年
目
に
な
り
ま
す
。

現
配
区
内
に
は
「公
害
病
思
青

と
し
て
認
定
さ
れ
た
万
々
か
、約

三
千
四
百
名
い
ま
す
。最
近
、大

気
の
状
態
が
か
な
り
改
善
さ
れ
て

き
て
る
と
は
い
え
、
な
お
患
者
の

数
は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

大
気
汚
染
に
よ
り
呼
吸
器
系
の

病
気
に
か
か
り
、
現
在
医
師
の
冶

潦
を
受
け
て
い
ろ
方
は
、公
害
病

の
認
定
申
請
か
で
き
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
で
だ
さ

公
害
病
に
指
定
さ
れ
て
い
る
病
気

▽
慢
性
気
管
支
炎

▽
気
管
支
ぜ
ん
息

▽
ぜ
ん
息
性
気
管
支
炎

▽
肺
気
腫
と
こ
れ
ら
の
続
発
症

認
定
申
請
で
き
る
方

①
申
謂
時
に
、現
に
只
内
に
居

住
し
て
い
る
方
　
②
申
脯
時
に

現
に
区
内
に
通
勤
通
学
(
通
常

一
日
(
時
間
以
上
)
し
て
い
る

方
※
以
上
の
方
で
、区
内
に
一
定
期

間
居
住
、
ま
た
は
通
動
通
学
し
て

い
る
こ
と
か
要
件
と
な
り
ま
す

。

認
定
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の

▼
医
師
の
診
断
書
お
よ
ぴ
そ
の

領
収
書
　
▼
住
民
票
(
出
張
所

窓
口
で
診
断
書
を
提
示
す
る
と

無
料
で
交
付
さ
れ
ま
す
)
　

▼

健
康
保
険
証
　
▼
預

金
通
帳
(

思
者
が
十
五
歳
未
滴
の
場
合

は
、
保
護
者
名
儀
の
通
帳
、
十

五
歳
以
上
の
場
合
は
本
人
名
儀

の
通
帳
)
　

▼
印
か
ん

問
合
せ
先
　
公
害
病
補
償
認
定
係

住
居
表
示
の
お
知
ら
せ

住
居
表
示
実
施
地
区

の
皆
さ
ん
へ

(
月
一
日
か
ら
千
住
地
区
(
千
住

河
原
町
、千
住
仲
町

、千
住
一
・
四
・

五
丁
目
)
の
新
住
居
表
示
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

今
回
の
千
住
地
区
住
居
表
示
実
施

区
域
に
お
い
て
、(
月
一
口
以
降
に

住
家
や
ビ
ル
、自
動
車
の
駐
車
場
等
、

住
居
番
号
を
必
要
と
す
る
建
築
・
工

作
物
に
つ
い
て
は
、
住
居
表
示
番
号

か
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
を
新
築
あ
る
い
は
改
築
す

る
場
合
は
、必
ず
「住
居
表
示
番
号

付
定
届
」
、ま
た
は
「住
居
表
示
番

号
改
定
届
」を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
届
け
を

す
る
際
に

は
、建
築
物
の
平
面
図
・
位
置
図
と

印
か
ん
を
、
住
居
表
示
係
の
窓
口
へ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

家
屋
を
新
・
改
築

さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
済
地
域
内
に
家
屋

等
を
新
・
改
築
さ
れ
た
方
は
、
住
居

表
示
に
よ
る
住
居
番
号
(
住
所
)
を

付
け
る
た
め
の
届
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
出
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
正

し
い
住
所
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

転
入
・
転
居
届
が
で
き
ま
せ
ん
。

届
出
に
は
、
艱
築
確
認
通
知
書
と

印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◎
こ
れ
ら
住
居
表
示
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
住
居
表
示
係
へ
ど

う
ぞ
。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

同
和
問
題
と
あ
な
た
(
1
)

未
解
放
部
落
と
か
、被
差
別
部

落
と
か
呼
ば
れ
る
地
域
に
対
す
る

部
落
差
別
を
、行
政
で
は
同
和
問

胆
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
現
在
は
民
主
主
義

の
世
の
中
だ
、
誰
も
が
当
黙
憲
法

に
よ
っ
て
基
本
的
人
権
が
保
陣
さ

れ
、
特
に
居
住
、
移
転
、
職
業
選

択
の
自
由
、
結
婚
の
自
由
、
教
育

の
機
会
均
等
な
ど
が
十
分
に
守
ら

れ
、
平
等
で
自
由
な
生
活
を
送
っ

て
い
る
と
考
え
て
は
い
な
い
で
し

よ
う
か
。

と
こ
ろ
か
、今
日
で
も
実
生
活

の
面
で
、憲
法
に
保
障
さ
れ
た
基

本
的
人
権
が
、い
ま
だ
に
完
全
に

は
保
障
さ
れ
ず
、同
じ
日
本
人
で

あ
り
な
が
ら
、悩
み
苦
し
ん
で
い

る
人
々
が
い
る
の
で
す
。日
本
の

社
会
か
発
展
し
て
き
た
歴
史
の
あ

ゆ
み
の
中
で
、か
つ
て
の
封
建
体

制
の
支
配
者
に
よ
っ
て
作
り
出
さ

れ
た
身
分
制
度
に
よ
り
、日
本
国

民
の
一
部
の
集
団
が
、経
済
的
、

社
会
的
、
文
化
的
に
低
い
状
態
に

お
か
れ
て
き
ま
し
た

。そ
の
結
果
、

現
在
で
も
憲
法
に
う
た
わ
れ
て
い

る
基
本
的
人
権
か
充
分
に
は
保
障

さ
れ
ず
、い
わ
れ
の
な
い
差
別
を

受
け
る
と
い
う
、も
っ
と
も
深
刻

で
重
大
な
社
会
問
題
が
存
在
す
る

の
で
す
。こ
れ
が
「同
和
問
胆
」

な
の
で
す
。

多
く
の
方
々
は
、
こ
ん
な
不
合

理
な
差
別
か
な
ぜ
お
こ
っ
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
、
民
主
主
義
の
今
日

な
の
に
、
ど
う
し
て
差
別
が
残
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
を
も

た
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。法
務
省
の
出
先
機
関
で
あ
る

全
国
の
法
務
局
、
地
方
法
務
局
で

取
り
扱
っ
た
同
和
関
係
事
件
に
よ

れ
ば
、
結
婚
に
関
す
る
も
の
が
最

も
多
く
、職
場
に
お
け
る
も
の
、

近
隣
と
の
交
際
に
関
す
る
も
の

、

家
庭
に
お
け
る
も
の

、
就
職
に
関

す
る
も
の
、
学
校
内
に
お
け
る
も

の
な
ど
が
主
な
も
の
と
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す

。

こ
の
解
決
の
た
め
に
は
、
国
や

地
方
自
冶
体
か
積
極
的
に
施
策
を

推
進
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と

は
勿
鴫
で
す
が
、
私
た
ち
ひ
と
り

ひ
と
り
が
真
剣
に
と
り
く
み
、
明

る
い
住
み
よ
い
社
会
に
な
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
正
し
い
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ

。

植
木
ま
つ
り

地
元
商
店
街
か
主
催
し
、
区
が

後
擾
で
行
う
「
植
木
ま
つ
り
」に
あ

な
た
も
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

。

当
日
会
楊
で
は
、
植
木
の
病
害

虫
の
防
除
や
手
入
れ
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ど
う
ぞ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
四
月
十
二
日
(
土
)
・
十

三
日
(
日
)
午
後
一
時
～
九
時

場
所
　
北
千
住
西
口
商
店
衝
(
旧

日
光
街
道
)

※
両
日
は
、
交
通
規
制
に
よ
り
車

の
進
入
が
禁
止
さ
れ
ま
す
の
で
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
　
緑
化
係

自
然
と
緑
の

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

青
葉
若
葉
の
す
か
す
が
し
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

区
で
は
、
自
然
や
緑
へ
の
親
し

み
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う

と
、
昨
年
同
様
、
今
秋
「
自
然
と

緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施

す
る
予
定
で
す

。
あ
な
た
も
ス
ナ

ッ
プ
を
一
枚
用
意
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

通
り
に
面
し
た
庭
や
軒
先
、団

地
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
飾
ら
れ
た
植
木

や
草
花
、
自
然
林
、寺
社
の
森
、屋

敗
林
、
公
園
の
美
し
さ
な
ど
カ
メ

ラ
に
お
さ
め
て
み
て
く
だ
さ
い

。

詳
細
に
つ
い
て
は
、後
日
「区

の
お
知
ら
せ
」に
掲
載
し
ま
す
。

問
合
せ
　先

緑
化
係

花
い
っ
ぱ
い

コ
ン
ク
ー
ル

花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
、地
域
や

学
校
、職
場
な
ど
で
皆
ん
な
が
協

力
し
あ
っ
て
花
壇
を
育
成
し
、
美

し
い
四
季
の
花
々
を
咲
か
せ
て
明

る
く
美
し
い
街
づ
く
り
を
し
よ
う

と
す
る
運
動
で
す

。

区
と
足
立
区
新
生
活
運
励
推
進

委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
花
壇

を
対
象
に
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

審
査
基
準
は
、
花
壇
の
美
し
さ
、

日
常
の
手
入
れ
、
花
壇
づ
く
り
の

努
力
や
工
夫
な
ど
で
、
春
と
秋
の

二
回
現
地
審
査
を
行
い
、
そ
の
総

合
点
に
よ
り
評
価
し
ま
す
。
春
の

部
は
、
五
月
上
旬
に
現
地
審
査
を

行
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
貢
団
体
は
十
月
下
旬

に
開
催
予
定
の
「
足
立
区
環
境
づ

く
り
区
民
大
会
」
に
お
い
て
表
彰

し
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先
　
生
活
環
境
係

緑
の
羽
根
募
金

最
近
、
都
市
化
の
進
行
と
と
も

に
失
わ
れ
て
き
た
緑
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
都
民
の
皆

さ
ん
の
連
帯
に
よ
っ
て
東
京
を
縁

豊
か
な
街
に
す
る
た
め
、
首
都
緑

化
推
進
委
員
会
で
は
、
「
緑
の
羽
根
」

募
金
に
よ
る
緑
化
連
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。

五
月
十
=苔
ま
で
こ
の
運
助
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

◎
な
お
、
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ

る
と
き
は
、
お
手
数
で
す
が
、
区

役
所
緑
化
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先
　
緑
化
係

緑を大切に



昭 和55 年4 月5 日 区のお知らせ 第504 号 ( 4)

健
康
維
持に
ス
ポ
ーツ
を

親と子の体操教室

期
間
　
昭
和
五
十
五
年
五
月
上
(
日
～
昭
和
五
上
(
年

-
。
旦
一
卜
じ
日
の
毎
週
金
曜
日
(
(
月
、
一
月
、
三

月
を
除
く
延
二
十
回
)

時
間
　
A
組
=
・
午
前
十
時
～
十
時
・
瓦
十
分
、
B
杣
=
・
午
前
十
一
時
～
十

一
時
・
五
十
分

参加
資格
　区内政
庄の
次の
方

A糾・・・旧和五卜一
年四月二日

～
昭和瓦十一
年几月三
卜囗
ま

で
に出七し
た幼児とその
親

B組
=・昭和五寸
】年卜月一
日

～昭和五ヤ二年
円月一
日
まで

に出生した幼児
とその
親

場
所
　
体
育
館

定員
　
A・
R組とシ
目相

受
講料
　熊利

申込
受付
　四月
五目より

申込方法
　巾込川紙
(休育課に

あります
)に紀人し
、申し込

んでください
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

申込・
問合せ先
　体育課

おかあさんと一緒にがんばります
=親と子の体操教室で=

婦人水泳初心者教室

日
時
　
五
月
九
口
・
卜
目
・
十
三
日
・

十
五
日
・
十
六
日
の
五
日
間
、
時

間
は
午
前
九
時
三
づ
分
～
十
一
時

三十分

場所
　竹の
塚温水
プーハ

参加資格
　十六歳以上の区内
び

住者で・乱日間受講できる方

内容
　正
しい泳法の指導

定
員
　
百
名
(
巾
し
込
み
多
数
の
場
合

は抽選
)

受
講
料
　
無
料

申込方法
　往復
勹カキに
、住所
、

氏名
、乍齢
、電話番号を紀入

し
、巾し込んで
ください

申込期間
　四
月
斤日～卜日
で

日
付消印
有効
)

注
意事項
　▽
健康診断が
(一
ヵ

月以
内の
もの
)を初日に提出

してい
ただきます
　▽参加巾

は
必
ず健康保険証を持参して

ください
　▽参加者は指導員

の指示に従ってください

申
込
・
問
合
せ
先
　
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
水
泳
教
室
担
肖
(
〒
1
2
1
西
保

木
間
四
-
一
○
-
一
　
　
(
五
〇
-
一
一

三
三
)

基本か
ら覚え
ます

( 婦人
水泳教
室で)

総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

□
剣
道
教
室

期間
　昭和五十万年四月十一
目

～
昭和五十六年そ月の毎週水

曜日・
金曜日

時間
　午後五時～
七時

場所
　総合
う
Tツセンター

対象
　区
内在住の小学生
(丑年

生以
上
)・
中学生

定
員
　
小
学
生
・
乱
十
名
、
中
学
生
五
十
名

参加費
　無料

申込
方法
　直接または電話で
、

総合ス
ポーツセンター
へ
巾し

込んで
ください

□
個
人
利
用
日
変
更
の
お
知
ら
せ

毎
月
第
一
・
二
・
五
日
曜
日
は
、
個
人
利
用
日
で
す
が
、
四
月
に
限
い
、

都民
休育大会区
予選会の
ため、

人
体育家の
使用
がで
きません。

し
た
が
っ
て
、
眼
球
・
バ
ド
ミ
し
ト
ン
の
利
川
に
は
制
隕
か
あ
り
ま
す

の
て
、
で
き
る
だ
け
他
の
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
バ
ス
ヶ
y
ト
ボ
ー
ル
の
個
人
利

用はで
きませ
んので
ご了承くだ

さい
。

問
合せ先
　い
ずれも
、総今スポ

ーツ
セン
ター
(嗄保木間一丁

二
七
-
J
　
　
ぺ五
九
-
(ニー

一
)都民体育大会

区予選会

□
剣
道
大
会

日
時
　四月ニ
ト
七日
(日
)午前

几時
場
所
　
体
育
館

種目
　個人段別トーナ
タント

参加費
　無料

参加資格
　区内
在住・
在勤・
在

学者で
五ヤ五年度東
剣連登録

者申込方法
　往復
(ガキ
に
、住所
、

氏名
、生年月日
、性別
、段位
、

所属団休を記入し
、申し込
人

でください

申込期限
　円月十匕日必着

申
込
先
　
足
立
区
剣
道
連
盟
(
〒

123

扇
一
了
(
丿
匸
一
　
長
洵
忠
男
方
　
(
九
〇
―
六
七
四
(
)

くわしくは
、申し込み先また

は
、体育課へ
。

少
年
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
補
助
金

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
て
、
地
域
で
行
う
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

費用
の一
部を援助し
ます
。

対象
　▽区内在住・
在学の小・

中学生対象の大会
　▽
参加
が

ト
チーム以上で
、要項・
規約

が明確な大会

※
た
だ
し
、
既
補
助
団
体
(
地
区
対
策
委
員
会
、
地
区
少
年
団
体
協
議
会
、

体
育
協
会
、
町
会
自
治
会
)
が
主
催

の
人
会
は
除
き
ま
す
。

申
込
期
間
　
四
月
五
日
～
二
十
一
日

申込方法
　所定の登録用紙
(体

育課にあります
)に記入して

申し込んでください
。

申込・
問合せ先
　体育課

青年サークルへ
講師派遣

区では
、青年サークルなどの

充実をはかるために
、青年サー

クルか行う自主的学習会
、講習

会に講師を派遣します
。

対象
　区内の青年サークル
ーグ

儿
-プ

助成内容
　一団体につき講師一

名
(九千円以内
)

申
込
方
法
　
申
込
茜
(
青
少
年
係
、
青
年
館
に
あ
り
ま
す
)
に
記
入

し
、青少年係へ
申し込んでく

たさい
。

問合せ先
　青少年係

精神衛生相談

日時
　四月十五日
(火
)

《
毎
月
第
三
火
曜
日
》
、
午
後
一
時
三
十
分
～
二
時
三
十

分
場
所
　
巾
央
本
町
保
健
相
談
所

担当
　専門医

申込方法
　電話予約

申込・
問合せ先
　巾央本町

保健相談所
　
　
(
(
〇
-

一
一
六
五

各
種
教
室
・
グ
ル
ー
プ
な
ど

募
集
し
て
い
ま
す

足立区少年

鼓笛隊・合唱団

応
募資格
　四月一
日
現配
、区

内
に在学の小
学校四年
上

募集人員
　鼓
笛隊ヴ
ド
名
、

合唱団
六卜名

練
習
場
所
　
第
一
鼓
笛
隊
(
簡
島
小
)
、
第
二
鼓
笛
隊
、
(
千
寿

第
六
小
)
、
第
三
鼓
節
隊
(
綾

瀬
小
)
、
第
一
合
唱
団
(
五
、
反

野
小
)
、
第
二
合
唱
団
(
千
寿

第
三
小
)

練
習
日
時
　
毎
週
土
曜
日
午
後
一

時
～
四
時
(
春
・
夏
・
冬
休
み
期
悶
は
休
み
ま
す
)

申
込
方
法
　
加
人
巾
舗
書
刄
学

校
、
子
と
む
会
に
あ
り
ま
す
)

に
記
入
し
、
学
校
艮
の
承
認
を
得

て巾し込人で
ください

申
込
期
限
　
四
川
ニ
十
一
日
必
軒

(
申
し
込
み
片
多
歓
の
場
合
は

抽選
)

申込・問合せ先
　青少年係

(〒120

千
住
一

―
五
〇

)手芸
教
室

日
時
　
四
月
こ
七
口
(
水
)
午
後
一
時
～
四
時

場
所
　
東
部
セ
ン

タ
ー
教
材
費
　
千
三
百
円

持
参
ず
る
も
の
　
和
バ
サ
ミ

、ピ
ン
セ
ッ
ト
等

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ
ー
　
　

六
〇
五
―
い
」ご
・
・

申請婦人学級

開
般
期
間
　
卜
月
か
ら
じ
月
ま
で
一
学
級
、几
月
か
ら
卜
二
月
友

で
一
学
級

場
所
　
青
年
館
、竹
の
塚
阯
会
戦
育
館
ま
た
は
公
共
施
設

資
格
　
学
習
に
参
加
で
き
る
髱
数
が
卜
名
以

上
の
ゲ
ハ
ー
プ
(
地

域
グ
ルー
プ
、
P
T
A
ケ
ふ
I
プ
、
鬨
設
婦
べ
学
級
終
r
冴
そ

中心とし
た白ドゲ亟
-プ、

学習
グループ等
)

定員
　一
学級石十名

※
学
習
時
間
は
、
日
二
時
間
、
延
十
回
以
内
で
、
学
習
内
容
、
日
程

等
は
申
請
ケ
ル
ー
プ
で
決
め
て
も

らいます
また
、講帥
、助片

竚苔を派辿します

申
請
期
限
　
四
月
三
十
目

申
込
・
問
合
せ
先
　
社
会
教
育
課

教育センタ
ー

□
英
会
話
ク
ラ
ブ

期
間
　
凡
月
卜
凵
～
卜
月
四
目
の

毎週七
曜日
(蟀一卜日凹

時
間
　
午
後
二
時
三
十
分
～
三

時
三
十
分

対
象
　
区
内
の
中
学
二
・
三
年
生

費用
　無料

定員
　四卜
斤名

□
英
会
話
教
室

期間
　英会話ク气フと同じ

時間
　午後四時～・五竹・卜分

対象
　高校生以卜の区民
葯

し矜
)

費
用
　
無
料
(
教
村
費
は
自
己
負
担

)定員
　四卜・孔名

□
ギ
タ
ー
教
室

期間
　英会話クラ・フと同じ

時間
　午後六時～八時

対象
　中学生以上の区民

内
容
　
初
歩
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

費
用
　
無
料
(
教
材
費
は
自
己
負
担
)

定員
　丘卜名

□
天
文
ク
ラ
ブ

期
間
　
瓦
月
卜
四
目
～
じ
月
上
(

日の
毎週水曜川
(延十日
閧
)

時
間
　
午
後
三
時
～
四
時
三
十
分

対
象
　
区
内
の
小
学
四
～
六
年
生

費用
　無料

定
員
　
三
十
名

申
込
方
法
　
各
教
室
と
も
、
往
嗄
(
ガ
キ
に
、
講
習
名
、
氏
名
、

住所
、年齢
、性別
、職業
(ま

たは学校名
、学年
)、電話

番号を記入し
、申し込んで

ください
(申し込み多数の

場かは抽選
)

申込期限
　各教室とも
、四月

儿口
(当口消印有幼
)

申込・問合せ先
　各教室とも

教育センター
(〒1
2
1

竹
の
塚

二―二五―

二
一
　
　
八
五
〇
―

ぺ
(
〇
一
)
へ

老人水彩画教室

期
間
　
四
月
十
六
日
～
・
瓦
月
ニ
ト

日
の
毎
月
第
一
・
第
三
水
昭
日
(
延
十
こ
旧
問
)

場所
　老人会館

対象
　六十歳以上の
区尺

定員
　二
十名
(先着順
)

申込
方法
　直接窓口か電話で

申し込んで
ください

申込・
問
合せ
先
　老人会館

(
五九丿九匕三二

成
人
学
校

期
間
　
五
月
十
兄
日
～
七
月
二
十

九
日
の
毎
週
火
曜
日
(
延
十
二
日
間
)

時
間
　
午
後
六
時
三
十
分
～
(
時
三
十
分

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

科目・
定
員
　▽
ペン習
字科
=・

四卜名
　▽レ
タリン
グ科
=一

ニ
ト名

対象
　区内
在住・
作動の
成人

費用
　無料
(教材費実費負担
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ゼ
キ
に
、
科
目

、住所
、氏名
、生年月日
、

職業
、電話
番町
を記入
し
、

申し込
んで
ください
(申し

込み
多数の
場合は
抽選
)

申込期限
　四
月卜凵
(当日
消

印
有効
)

申込・
問
合せ
先
　文化
係
(〒

120千
住
一

―
五
〇
)

掲
示
板

都立高校
定時制生徒募集

□
都
立
日
比
谷
高
校

募集人員
　一
年・・・約五
十名
、

二
年以上・・・各二十名

願
書
受
付
　
四
月
五
日
ま
で
(
午

後五時～
(時
)

試験日
　四月七日

くわし
くは
、都立日比谷高

校定時制事務室
(
　五八
丁

一
〇三四
)へ
。

□
都
立
北
高
校

募集人員
　一
～四年生と
も若

干
名

願
書
受
付
　
四
月
二
十
四
日
ま
で

(午後四時～
(時
)

試験日
　願書提出時に
連絡

く
わ
し
く
は
、
都
立
北
高
校
定

時
制
(
　
九
一
二
―
九
〇
一
一
)

へ
。パートタイマーの

出
張
相
談

日時
　四月十日
(木
)午後―

時～四時

場
所
　
区
第
二
庁
舎
会
議
室

内容
　パートの求人求職相談

問合せ先
　足立職安職業相談

グループ
(
　
(
(

一丁
匸
(

七
)

ふすまの
張替をします

昨
年
暮
か
ら
二
月
頃
ま
で
、
注
文
か
殺
到
し
、
仕
匕
が
る
ま
で
に

時間がかかり皆さんにご迷惑

をおかけしましたか
、今なら

ご注文に応じられます
。

問合せ先
　高齢者事業団事務

局
　
　八七〇
-六二二こ

保留地の処分

入
札
日
時
　
四
月
十
九
日
午
前
十
時
～
正
午

入札場所
　人谷旧匚
L地区画

整理組た

区画
　十四区画

現
地
案
内
日
　
四
月
卜
日
～
ト
ベ
日
午
前
十
時
～
午
後
三
時

※
案
内
書
ご
希
望
の
方
は
、
組
合
寥
務
所
へ
ど
う
ぞ
。

問
合
せ
先
　
大
谷
田
上
土
地
区
両
整
理
組
合
(
佐
野
一
-
ニ
―
ニ
　

六つ五
-四七三〇
)

軽減証を大切に

都
で
は
、
二
十
三
区
内
に
あ
る
届
出
済
の
浄
化
槽
に
対
し
て
、
年

一
回
清
掃
料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
の
「
し
尿
浄

化槽清掃経費軽
減証
」を四月

上旬にお送りしまし
た
。再発

行で
きませんので
清掃の時
ま

で
大切に保管して
ください
。

問
合
せ
先
　
清
掃
局
浄
化
施
設
課
　
二
一
ニ
―
五
一
一
一

引越しを
される方へ

三～五月は
、結婚
、転

勤な
どで
引越しの多い
シ

ーズンで
す
。

◎
電
話
の
移
転
手
続
き
は
お
早
目
に
。
な
お
、
土
曜
日
の

窓
口
は
混
み
合
い
ま
す
の
で
な
る
べ
く
平
日
を
ご
利
用
く

ださい
。

くわしくは
、お近
くの

電話局へ
。

◎
電
気
の
あ
と
始
末
も
お
忘
れ
な
く
。
ご
連
絡
は
一
週
間

位前に
。

く
わ
し
く
は
、
東
京
電
力

干
住
支
社
(
　
(
八
(
―
一
九

ニ
一
)
へ
。

東京みなと祭

期日・
行
事

▼
五
月
十
(
日
(
日
)
・
=
①
東

京
港開
港記
念シ
ーサ
イドマ

ラソ
ン大会
　②珍しい
船の

一
般公開
(帆船日
本丸ほか
)

▼五月二十五口
(口
)・・・③

東京
港めぐり
(定員六千名
)

④世界貿易
セン
ター展望
台
(

定員三千名
)
　⑤船の科

学館
(定員三千名
)
　⑥珍

しい船の一
般公開
　⑦苗木

な
どの無料配希

申
込
方
法
　
①
に
つ
い
て
は
、
巾

込
要
綱
(
都
庁
案
内
所
、
区
市

町
村
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
)
を

ご
覧
の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
③
～
⑤
に
っ
い
て
は
、

往
復
(
ガ
キ
(
一
世
帯
一
枚
)

に
住
所
、
希
望
者
全
員
の
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

四
月
二
十
一
日
ま
で
に
、
東
京
都

港湾局
港営部振興課港め

ぐり係
(または
展望台係
、

科学館係
)へ申し込んでく

ださい
場所
　晴海ふ頭ほか

問合せ先
　東京みなと祭協議

会
(
　五三三
-○三六五
)

東京
都港湾局振興課
(〒10
0

千
代田
区丸の
内三
-八
-一

二
二
-七九四
九
)

区
民
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
夕
ベ

日時
　四月十日
(木
)・二十

四日
(木
)午後六時三十分

～九時
場所
　千寿第三小学校体育館

対象
　十六歳以上の区民
(初

心者歓迎
)

参加費
　無料

問合せ先
　区フォークダンス

連盟
　
　
(
(
一
-九〇六五

区民歩け歩け

オリエンテーリング

日
時
　四月十三日
(日
)受付

・・・午前
九時三
十
分～
十一

時
、スター
ト
=・午前十
時

集
合
場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
南
側
広
場
(
東
保
木
闡
二

上
―
セ
ー
一
)

内容
　指定された数
力所
を順

を追って回りま
す
(歩行
時

間二
時間三十分位
)

対
象
　一般区民
(小
学三年
生

以下は
保護者同伴
)

参加費
　一
人百円
(幼児無料
)

申込・
問合せ先
　体
育課
、総

合ス
ポーツセンター
(
　
(

五九
-
(ニーこ
、駒草山

荘
(千
住一
-八
(
　
　
(
(

一
-二四
九〇
)、マツノス

ポーツ
(関原
通り二丁目
交

番前
　
(四
(
F五一
〇一
)

主催
　区山岳
連盟

四月は固定資産税・
都市

計画税第一
期分の
納
期で

す
。

訂
正
三
月
二
十
日
号
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次のとおり訂正してお詑

びします
。

◎
湯
河
原
区
民
保
養
所
の
受
付
け

(
正
)
そ
の
後
の
空

室
の
申
し
込
み

は
、
四
月
分
の

空
室
と
一
緒
に

、
利
用
し
た
い

日
の
三
日
前
ま

で
区
民
係
で
受

付
け
ま
す
。

(誤
)利用したい月の三日前

T. Y. 　235,

000


